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市
で
は
、
性
別
に
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
そ
の
個
性
と

能
力
が
発
揮
で
き
責
任
も
喜
び
も
分
か
ち
合
う
社
会
（
男
女
共
同

参
画
社
会
）
の
実
現
に
向
け
、
平
成
21
年
３
月
に
「
桶
川
市
第
二

次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
が
平
成
26
年
３
月
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
第

三
次
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
現
状
と
意
識
を
把
握
し
、
今
後
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
調
査
結
果
の
一
部
を
公

表
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

調査の概要

回答結果の算出について

報告書が閲覧できます

▪調査地域：桶川市全域
▪調査対象：市内在住の満18歳以上の男
女1,000人
▪抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出
▪調査方法：郵便配布、郵送回収
▪調査期間：平成24年11月5日㈪～11月
30日㈮　　
▪有効回収数：479人（回収率47.9％）

▪回答の比率（％）は、その設問の回答数（n
と表記）を基礎として算出しています。
▪比率は、小数点第２位を四捨五入し、少
数第１位まで表示しています。そのため、
四捨五入の関係で合計が100％にならな
い場合があります。
▪グラフの「全体」には、女性および男性
のほか性別欄無記入者を含みます。
▪グラフ・結論等の標記は、明確化を図り
簡略化したため、設問の表現とは異なる
場合があります。

▪ホームページ、人権・男女共同参画課、
アソシエ(勤労青少年ホーム内)、分庁舎、
保健センター、川田谷公民館で閲覧でき
ます。

詳
し
く
は
詩
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しますか。（１つ選択）Ｑ

　「同感しない」が46.1％となっており、「同感する（10.6％）」の４倍近くとなっている。また、「どちら
ともいえない」が40.7％となっている。
　性別でみると、「同感しない」は女性が48.7％、男性では44.5％と、女性が4.2ポイント上回っている。

全　体（479）

女　性（263）

男　性（209）

ｎ

同
感
す
る

同
感
し
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

10.6 46.1 40.7 2.1

8.0 48.7 42.2

14.4 44.5 40.2 1.0

10.6 46.1 40.7

0.40.4

2.1

8.0 48.7 42.2

0.00.0

0.00.0

1.11.1

14.4 44.5 40.2 1.0

　「男女半々まではいかなくても、今より増える方がよい」が47.0％と高い。「男性を上回るほど増える方
がよい」「男女半々になるくらいまで増える方がよい」を合わせると、８割を超えて女性の参画を希望。

あなたは、自治会・町会やPTA等の代表や職場の役職、議員や各種委員など、
政策・方針決定の場に女性が参画することについてどう思いますか。（１つ選択）

Ｑ

　理想では「男女とも仕事をし、家事・育児・介護は男女とも」が46.3％と高く、現状では「男性は仕
事、女性は家事・育児・介護」「男性は仕事、女性は家事・育児・介護に差し支えない範囲で仕事」がともに
23.2％で同数となっている。

あなたの家庭では、仕事と家事・育児等をどのように男女で分担していますか。また、理想は
どうあるべきだと思いますか。（最もちかいものを１つずつ選択。一人暮らしの方は、「理想」のみお答えください。）

Ｑ

理　想

現　状

無
回
答

そ
の
他

男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

事
・
育
児
・
介
護
に
差
し

支
え
な
い
範
囲
で
仕
事

男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家

事
・
育
児
・
介
護
は
主
に

女
性

男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家

事
・
育
児
・
介
護
は
主
に

男
性

男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家

事
・
育
児
・
介
護
は
男
女

と
も

男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家

事
・
育
児
・
介
護
は
家
族

や
民
間
サ
ー
ビ
ス

女
性
は
仕
事
、
男
性
は
家

事
・
育
児
・
介
護

女
性
は
仕
事
、
男
性
は
家

事
・
育
児
・
介
護
に
差
し

支
え
な
い
範
囲

男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

事
・
育
児
・
介
護

4.6 11.7

1.0

1.5 46.3 22.3

0.0

1.5 11.1

23.2 23.2 16.3 11.7 1.5

0.2 0.0

18.6

4.6 11.7

1.0

1.5 46.3 22.3

0.00.00.0

1.5 11.1

23.2 23.2 16.3 11.7 1.5

0.20.20.2 0.0

18.65.25.2

Ｑ

　「家族との連絡がとれなくなるのではないか」が37.0％、「災害についての的確な情報が得られるか」が
26.5％で男女とも高くなっている。

大災害が発生し避難が必要になったとき、あなたはどのようなことが心配ですか。（２つまで選択）

全　体（913）

女　性（502）

男　性（398）

ｎ

災
害
に
つ
い
て
の
的

確
な
情
報
が
得
ら
れ

る
か

家
族
と
の
連
絡
が
と

れ
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か

病
人
・
高
齢
者
・
障
害

者
を
連
れ
て
安
全
に

避
難
で
き
る
か

子
ど
も
や
乳
幼
児
を

連
れ
て
安
全
に
避
難

で
き
る
か

近
所
の
人
た
ち
と
助

け
合
っ
て
避
難
で
き

る
か

避
難
場
所
が
安
全
か

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避

難
で
き
る
か

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

26.5 37.0 9.0 6.9 4.6 9.9 4.4

0.3 0.5

0.9

25.9 36.9 8.6 7.6 5.2 9.0 6.0

0.4 0.2

0.4

27.4 37.7 9.5 5.8 3.5 11.1 2.3

0.3 1.0

1.5

26.5 37.0 9.0 6.9 4.6 9.9 4.4

0.3 0.5

0.9

25.9 36.9 8.6 7.6 5.2 9.0 6.0

0.4 0.2

0.4

27.4 37.7 9.5 5.8 3.5 11.1 2.3

0.3 1.0

1.5

全　体（479）

女　性（263）

男　性（209）

ｎ

男
性
を
上
回
る
ほ
ど

増
え
る
方
が
よ
い

男
女
半
々
に
な
る
く

ら
い
ま
で
増
え
る
方

が
よ
い

男
女
半
々
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、今
よ

り
増
え
る
方
が
よ
い

今
の
ま
ま
で
よ
い

今
よ
り
少
な
い
方
が

よ
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

4.2 30.3 47.0 8.6

0.2 1.0

6.3 2.5

2.7 27.4 50.6 9.9

0.4 0.8

6.1 2.3

5.7 34.4 43.1 6.7

0.0 1.4

5.7 2.9

4.2 30.3 47.0 8.6

0.2 1.0

6.3 2.5

2.7 27.4 50.6 9.9

0.4 0.8

6.1 2.3

5.7 34.4 43.1 6.7

0.0 1.4

5.7 2.9
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
は
、
予
算
現

額
215
億
７
，
２
９
８
万
６
千
円
に

対
し
て
、
収
入
済
額
は
、
192
億
７
，
６
８

９
万
７
千
円
（
収
入
率
89
・
4
％
）
で
す
。

　

収
入
済
額
の
多
い
も
の
と
し
て
、
市
税
、

国
庫
支
出
金
、
市
債
、
地
方
交
付
税
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
支
出
済
額
は
、
187
億
３
，

６
２
６
万
５
千
円
（
執
行
率
86
・
9
％
）で
、

民
生
費
、
総
務
費
、
土
木
費
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
公
共
下
水
道

事
業
な
ど
四
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
現
額

合
計
は
、
145
億
767
万
１
千
円
で
す
が
、
収

入
済
額
は
、
132
億
７
，
４
４
５
万
円
（
収

入
率
91
・
5
％
）、
支
出
済
額
は
、
133
億
８
，

７
２
９
万
４
千
円
（
執
行
率
92
・
3
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　分 予算現額
（千円）

下 半 期
収入済額
（千円）

累　　計
収入済額
（千円）

収入率
（％）

市 　 税 9,858,307 5,004,218 9,706,833 98.5 
国 庫 支 出 金 3,100,214 1,406,955 2,624,343 84.7 
市 　 債 3,174,307 1,612,207 1,613,307 50.8 
地 方 交 付 税 1,935,715 718,040 2,033,942 105.1 
繰 入 金 12,144 12,144 12,144 100.0 
県 支 出 金 1,270,865 858,600 1,053,139 82.9 
地方消費税交付金 590,000 271,327 611,955 103.7 
そ の 他 1,631,434 688,287 1,621,234 99.4 

合　　計 21,572,986 10,571,778 19,276,897 89.4 

会　　計　　名

歳入予算現額
（千円）

下半期収入済額
（千円）

累計収入済額
（千円）

収入率
（％）

歳出予算現額
（千円）

下半期支出済額
（千円）

累計支出済額
（千円）

執行率
（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
8,159,206 4,166,265 7,447,001 91.3
8,159,206 4,047,978 7,794,907 95.5

公共下水道事業特別会計
1,822,806 1,140,950 1,436,640 78.8
1,822,806 828,577 1,511,024 82.9

介 護 保 険 特 別 会 計
3,802,288 2,246,372 3,678,054 96.7
3,802,288 1,874,549 3,398,138 89.4

後期高齢者医療特別会計
723,371 484,774 712,755 98.5
723,371 458,086 683,225 94.5

合　　　　計 14,507,671 8,038,361 13,274,450 91.5
14,507,671 7,209,190 13,387,294 92.3

区　　分 予算現額
（千円）

下 半 期
支出済額
（千円）

累　　計
支出済額
（千円）

執行率
（％）

民 生 費 7,906,568 4,378,159 7,347,268 92.9 
土 木 費 3,119,090 1,727,673 2,264,391 72.6 
総 務 費 2,785,662 1,375,033 2,485,090 89.2 
公 債 費 2,064,822 1,039,755 1,974,555 95.6 
教 育 費 2,394,697 1,009,886 1,752,707 73.2 
衛 生 費 1,655,992 754,163 1,366,031 82.5 
そ の 他 1,646,155 745,085 1,546,223 93.9 
合　計 21,572,986 11,029,754 18,736,265 86.9 

◎歳　入 ◎歳　出

予
算
執
行
状
況
問
合
せ
詩
財
政
課

　

財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
予
算
執
行
状
況
と
、
３
月
末
現
在
の
累
計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

会
計
年
度
は
３
月
31
日
で
終
わ
り
ま
す
が
、
５
月
31
日
ま
で
は
出
納
整
理
期
間
と
し

て
収
入
、
支
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
24
年
度
決
算
と
は
異
な
り
ま
す
。
平
成
24
年

度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計予算執行状況

一般会計予算執行状況

地方債（未償還元金）現在高

平成25年３月31日現在　　注）千円未満は四捨五入しています。

平成25年３月31日現在　　注）千円未満は四捨五入しています。

平成25年３月31日現在　　注）千円未満は四捨五入しています。

総額　270億9,678万9千円

臨時財政対策債
93億7,172万4千円

土木債　55億1,182万3千円

公共下水道特別会計債
72億9,145万7千円

総務債　28億8,509万円

教育債　5億9,911万3千円

その他
14億3,758万2千円

平
成
24
年
度
下
半
期

＜桶川市教育センター＞

＜坂田原南公園整備工事＞

＜新たに立て替えた日出谷放課後児童クラブ＞



2013. ７ 6

　

市
内
に
居
住
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
で
、
緊
急
時
に
自
力
ま
た
は
家

族
の
協
力
の
み
で
は
避
難
行
動
を
と
る
こ

と
が
困
難
な
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
１
級
～
３
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人

②
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
の
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の

人③
１
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
人

④
厚
生
労
働
科
学
研
究
難
治
性
疾
患
克
服

研
究
事
業
対
象
疾
患
（
難
病
）
の
人

⑤
65
歳
以
上
の
人

⑥
そ
の
他
市
長
が
避
難
時
に
人
的
な
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
人

①
「
桶
川
市
災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請

書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

災
害
時
要
援
護
者
避
難
等
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
避
難
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
（
災

害
時
要
援
護
者
）
を
地
域
で
の
助
け
合
い
に
よ
り
、
安
全
に
避
難
す
る
こ

と
を
支
援
す
る
た
め
『
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
』
へ
の
登
録
申
請
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
『
災
害
時
要
援
護
者
』と
は

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
分
で
は
こ
の
申

請
書
へ
の
記
入
や
、
提
出
が
で
き
な
い
人

は
、
次
の
人
に
記
入
と
提
出
を
お
願
い
で

き
ま
す
。

避
難
支
援
者
（
災
害
時
に
可
能
な
範
囲
で

避
難
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
同
意
し
て
く
れ
た
人
）、
地
区

区
長
、
地
区
自
主
防
災
会
会
長
、
担
当
地

区
民
生
委
員

②
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次

の
公
共
施
設
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
必
要
な
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

本
庁
舎
、
分
庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東

部
連
絡
所
、
駅
西
口
連
絡
所
、
桶
川
公
民

館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会

③
相
談
お
よ
び
提
出
先
窓
口

安
心
安
全
課
、
社
会
福
祉
課
、
障
害
福
祉

課
、
こ
ど
も
支
援
課
、
高
齢
介
護
課

○
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
申
請
書
に
記
載

さ
れ
た
人
の
個
人
情
報
を
救
助
機
関
等
へ

情
報
提
供
す
る
こ
と
や
、
申
請
書
に
記
載

さ
れ
た
事
項
を
最
新
の
状
態
に
保
つ
た
め
、

市
が
登
録
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
に
同
意

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

救
助
機
関
等
と
は
、
避
難
支
援
者
、
地
区

区
長
、
地
区
自
主
防
災
会
会
長
、
担
当
地

区
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防

団
、
消
防
署
お
よ
び
警
察
署
で
す
。

○
申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
後
は
「
災
害
時

要
援
護
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
本
人
用
・
支
援

者
用
）」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
災
害
時
に
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
避
難

支
援
者
は
、
あ
く
ま
で
も
善
意
と
地
域
の

助
け
合
い
に
よ
り
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
災
害
時
に
支
援
が
出
来
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

災害時要援護者

桶　川　市

救　助　機　関　等
（避難支援者、自治会、自主防災会等）

桶川市災害時要援護者登録申請書の提出

誓約書の提出（個人情報
の適正利用について）

災害時要援護者登録台帳の
作成

○○地区災害時要援護者
登録台帳の提供

2
登
録
手
続
き

3
登
録
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

災害時要援護者の登録について

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

災害時の
避難者支援

避難支援者は、平常時には見守りや
避難方法の確認を行い、災害時は避
難を支援します。

要援護者宅
（登録を行った寝たきり・

　車椅子な人など）

学校などの避難所

一緒に安全な
場所へ避難

複数の避難支援者
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『ママフレ』がスタートしました
子 育 て 応 援 ウ ェ ブ サ イ ト

育児を応援する行政サービスガイド『ママフレ』は、子育てに役立つ
行政制度やサービス情報を紹介するウェブサイトです。

　子育てに忙しいパパやママでも、必要な情報にすぐにたどり着けるよう
に、簡単に検索ができる「ユニバーサルメニュー」を活用しています。行
政サービスを「届出」「健康」「おかね」「あずける」「学ぶ・出かける」「相談」「病
院・救急」に分類し、情報をわかりやすく整理し、発信しています。
　また、「ママフレ」のページから市ホームページの各制度のページへリ
ンクを張っているため、制度についてさらに詳しく知りたい場合は、関連
する市ホームページを閲覧することができます。

市ホーム
ページから
リンクして
います

「知っててよかった!」「使って便利」な役立
つ行政サービスがいっぱい。手続きや利用
のタイミングを逃さないようママフレで
チェックして、便利な行政サービスを上手
に使いこなしましょう。

どんなふうに活用すればいいの？

他にも

便利な機能が

いっぱい！

★保育サービスナビ
　保育サービスは、あずけたい
時期やお子さんの状況などによ
り、いくつもの種類があります。
知っておくと便利な保育サービ
スを、まとめて紹介しています。

★市の妊娠出産・
　子育てに関する相談先
　自身のからだのこと。子どもの
からだのこと。しつけのこと。子
育てに関する悩みについて、さま
ざまな相談先を紹介しています。

★医療関連施設や地域の
　子育て施設の紹介
　子育てするうえで利用すると
便利な施設や、医療機関など、
様々な施設を紹介しています。

親しみやすいかわいらしいデザインです。
知りたい情報にすぐにたどり着けるように
シンプルなレイアウトで構成されています。

どんな感じのホームページなの？

妊娠中から出産後まで、ママの状況や赤
ちゃんの成長によって受けられるサービス
や、必要な情報をわかりやすく紹介してい
ます。

どんなことが載っているの？

詳しくは 詩こども支援課


